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企業と雇用システム

労働時間と働きすぎについて考える

高田好章

第７回

２０１９年５月２３日



◎今回のテーマ
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今の日本の多くの労働者は
長時間労働の元に置かれていることは
周知の事実です。

サービス残業・ブラック企業・ブラックバイトという
言葉の流布はそのことを表しています。

もっとも悲惨なことは過労死・過労自死です。
なぜ長時間労働になるのか、
その実態を知るとともに、

どうすれば自由な時間を取り戻すことができるかを
考えます。

労働時間と働きすぎについて考える
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これ↑ おかしくないですか？



新聞記事から：
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2016-11-07朝日新聞（夕）



新聞記事から：

62016-11-07日経新聞（夕）

２０１７年１０月６日：東京簡易裁判所判決
労働基準法違反 罰金５０万円
➡ サービス残業は最大の企業犯罪
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電通事件について： ・電通事件と「電通鬼十則」

五、一度取り組んだら「放すな」
目的完遂までは殺されても放すな

４代目社長吉田秀雄（１９５１年）による
電通社員、通称「電通マン」の行動規範

裏十則：５）取り組んだらすぐ放せ。馬鹿にされても
放せ、火傷をする前に…。
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・常軌を逸した長時間労働（３日に１度は徹夜）と上司に
よる悪質ないじめ行為（靴ビール）、：
入社２年目・２４歳男性社員自死

・２０００年３月、最高裁で遺族側完全勝訴、
企業は健康配慮義務を負う

・その後、出入り口に自動ゲートを設置、
深夜０時以降にゲートを通ると報告対象に、２割減

川人博弁護士（同事件を担当、また今回の事件も）：

・深夜０時まで働くこと自体が異常だが、「何もしないよ
りは・・一歩前進」、最近は装置を通らない者も：
電通の長時間・深夜労働は「解消されていない」

（川人博『過労自殺と企業の責任』旬報社、２００６年）

１９９１年の電通事件：
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プロローグ

・「２４時間働けますか」 リゲインＣＭ １９８９年
http://matome.naver.jp/odai/2140445132829863301

http://matome.naver.jp/odai/2140445132829863301
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プロローグ

・子供にもリポビタン：「リポビタンＪｒ」

疲れてもがんばれ！ 小中学生：８～１４才

ツイッターで
話題に
なった
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プロローグ

・『出世する人、出世できない人：７０の法則』

５４番目：
出世する人は「残業しまくる」
出世できない人は「定時にさっさと帰る」
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・労働時間についての研究：

経済学の研究では主要テーマになっていなかった、
労働組合も問題意識が希薄である：
過労死裁判では労働組合が協力しない例もある：

「労働時間問題を置き去りにしてきたのは労働運動だ
けではない。この国の経済学も労働時間について、
実生活の重要性にふさわしい位置づけを与えてき
たとは言えない」
森岡孝二「日本資本主義分析と労働時間」
（鶴田・長嶋編『マルクス経済学と現代資本主義』2015）

労働時間問題
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・これまでの経済学からは例外として：

・基礎経済科学研究所編
『労働時間の経済学』青木書店
１９８７年に出た

近年のもの：
山本勲・黒田祥子
『労働時間の経済分析』
日本経済新聞社、２０１４年がある

労働時間問題を取り上げた本
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※第２回講義で

工場法の歴史で述べている

以下再録：

８時間労働制への流れ
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工場法成立の歴史 第２回から：再録

イギリス：長時間で不衛生な工場労働への規制

１８３３年工場法：
繊維産業で、１８歳未満を夜間労働禁止、
一日１２時間、９歳から１３歳未満は９時間に
制限：工場監督官制度導入

※９歳の子供が工場で働かされていたことに注意、
１８歳以上は労働時間の制限がないことに注意

１８４４年工場法：
１８歳以上の女性を１２時間、夜間労働を禁止
※女性を夜間労働に使っていたこと、
１２時間以上働いていたことに注意：男の規制は無
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工場法成立の歴史 第２回から：再録

１８４７年工場法：
子供・女性を一日１０時間（一週５８時間） →
１８５３年 １０．５時間（一週６０時間）、厳格運用

１８６４年：
非繊維部門へ拡張、

１８６７年：
小工場（５０人以下）へも適用

１８７２年：
炭鉱についても少年の坑内１０時間制
※ここで事実上、成人労働者も１０時間労働に

１８６６年から「８時間労働法」制定の運動：
１９世紀末から２０世紀初頭で欧米各国で制定
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基礎研
『労働時間の経済学』
巻末１～３から

労働時間年表 １８０２年～１９８４年まで

基礎研『労働時間の経済学』より
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労働時間年表 １８０２年～１９８４年まで

基礎研『労働時間の経済学』より
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８００年間の年間労働時間の推移

Ｊ・ショア―『働きすぎのアメリカ人』より

イギリス
１８４０年
３５８８時間イギリス

１４００－
１６００年

１９８０時間

イギリス
１９８８年
１９８８時間
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アメリカの労働時間

Ｊ・ショア―『働きすぎのアメリカ人』より

１８年間で
１か月分
余計に
働いている
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日本の労働時間とは？

あるＨＰより

毎月勤労統計によると！！
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日本の長時間労働の実態

『日本国勢図会2016/17』より

常用労働者で
は
１８００時間
を切るが

一般労働者で
は
２０００時間
のまま

減少は

パートタイムの
増加の結果
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森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

日本の長時間労働の実態

女性は、
急激に２６００時間から

１８００時間に下がるが、
男性は、
２７００時間から
２４００時間へ、
格差６００時間

特に女性で
パートタイムが増加
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日本の長時間労働の実態

週の労働時間で、

男性は長時間労働へ、
女性は短時間労働へ
と二極に分解している

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

正社員、特に男性は
１日１０時間以上、週５０時間以上
働いている
（社会生活基本調査）
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森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

日本の長時間労働の実態

男性正社員

週平均で

５３時間以上
働く、

２０代後半か
ら３０代前半：
４割近くが

６０時間以上
働く
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日本の長時間労働の実態

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

在社時間の比較 週５０時間以上働く割合

日本
２９．５％

日本：
９～１４時間台
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岸‐金堂玲子・森岡孝二編『健康・安全で働き甲斐のある職場をつくる』より

日本の長時間労働の実態

日本の夫と妻の労働時間：家事労働時間は

男性・夫の家事労働時間：１日たった３７分
妻の雇用労働週３１．４時間

家事労働時間２９．５時間 合計６０．９時間

夫は育児・家事労働から逃げて、
生活時間のほとんどすべてを会社に捧げ、
長時間労働も拒まず、過労死の不安と背中合わせで、
会社人間として猛烈に働く一方、
妻は共働きの場合も家事労働をほとんど一手で
引き受けている。
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統計による労働時間算出の違い

山本勲・黒田祥子『労働時間の経済分析』より

毎月勤労統計 ＜ 労働力調査 ＝ 社会生活基本調査

不払い残業
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不払い賃金：サービス残業による不払い賃金の金額
１９９２年

森岡孝二『企業中心社会の時間構造－生活摩擦の経済学』より

４０００万人
１年間で
２３兆円

一人年間で
５６万円
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不払い賃金：サービス残業による不払い賃金の金額
２０１２年

３２００万人
１年間で
２６兆円

一人年間で
８０万円

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より



31

日本の長時間労働の実態

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

精神的ストレス
５９．６％
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日本の「過労死」が、世界の「Karoshi」用語に

Karoshi = [過労死] : when the "corporate 
warrior" dies 
[ed. by] National Defense Counsel for Victims 

of Karoshi
Tokyo : 窓社 (Mado-sha) 1991

KAROSHI「過労死」 : 
経済大国ニッポンのもう一つの真実! 
過労死弁護団全国連絡会議編
東京 : 窓社 1991

※英語版と日本語版が出版される
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過労死ライン

・年間３０００時間が過労死ライン

・１カ月の過労死ラインは
時間外労働が、
発病２カ月間・６カ月間に月８０時間以上
発病前１か月間に月１００時間以上
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過労死１１０番全国集計： １９８８～２００９年

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

相談件数：
９，２６０件
（～２０１３年：
１万０６７１件）

相談者：
妻： ３７．３％
本人： １８．４％
労働組合： １．０％
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過労死・過労自死の労災請求件数

岸‐金堂玲子・森岡孝二編『健康・安全で働き甲斐のある職場をつくる』より

過労死は

８００件前後
で
高止まり

過労自殺は

急激に伸び
る：
１４００件
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若者に多発する過労自死： ２０１０～２０１４年度

岸‐金堂玲子・森岡孝二編『健康・安全で働き甲斐のある職場をつくる』より

５０歳以上は
過労死、

若者は
過労自死
が多い
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「ふつう」になっている「ふつうでない」働き方

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

新人：朝９時から夜８時まで作業：
先輩：朝８時５０分から夜１０時まで１１時間４０分働く

一日１２時間近くの労働：同期入社７４人のうち１２人：６人に一人
がメンタル不調で退職・休職になっている
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ホワイトカラーで増加

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

過労自死
ホワイトカラー
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平岡事件： 過労死１１０番で最初に過労死認定

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

平均労働時間
週６６時間

超長時間労働、
年間３６６３時間

問題は３６協定
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平岡事件： 椿本精工の３６協定書

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

問題は３６協定

生産等の都合で
残業を

１５時間まで時間
延長可能

２４時間働かせ
ることができる

青天井へ
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３６協定とは

労働基準法３６条：通称：３６協定

労使協定をし、行政官庁に届け出た場合にお
いては、（32条、35条の規定にかかわらず）、そ

の協定に定めるところによって労働時間を延長
し、又は休日に労働させることができる。

同３２条：労働時間：１日８時間、１週４０時間
同３５条：休日：毎週１日か、４週４日以上

問題点：協定によっては青天井になる
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３６協定の問題

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

延長時価の限度

法的拘束力なく
行政指導上の
努力基準
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大企業の３６協定概要

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

延長時間の限度
（努力基準）
を超える
最大時間の協定
〈経団連企業〉
・キヤノン
・トヨタ
・新日鉄 等々

※労働組合が
合意している
ことに注意
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有給休暇の取得率

森岡孝二編『格差社会の構造』より

半分の日数も
取得していない

２０１４年：
付与日数
平均１８．５日
取得日数 ９日
取得率４８．８％

正社員の１６．４％
は１年間年休を
まったく取得せず
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『ドイツ人はなぜ、
一年に１５０日休んでも仕事が回るのか』から

有給休暇の最低日数と
取得率
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過労死が続いている：

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』等

・製造業の過労死：
カルビー トヨタ：ＱＣサークル

・ホワイトカラーの過労死：
野村證券：ノルマ 富士銀行：過重労働、教師・医師

・若者の過労死・過労自死：
和民、日本海庄や：長時間・深夜労働

・ワタミ事件：謝罪：ＨＰでの告知
・すき屋：ワンオペ

◇サービス残業・過労死は最大の企業犯罪
（森岡孝二）
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今週のビデオ

残業８０時間超・現場で何が
“医師・教師の働き方”

クローズアップ現代＋

２０１８年４月１６日 ＮＨＫ総合
約１９分
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政府・厚生労働省の過重労働対策:2000-2015

岸‐金堂玲子・森岡孝二編『健康・安全で働き甲斐のある職場をつくる』より

労働時間短縮
↓

健康障害防止
↓

過労死等防止法
制定 2014
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過労死防止法の制定
・企業の健康配慮義務判例：
最高裁２０００年３月：１９９１年電通事件
使用者は労働者の心身に対する健康配慮義務を負う

・過労死等防止対策推進法（過労死防止法）
・２０１４年６月成立 ：２０１４年１１月施行
（過労死家族の会・過労死弁護団の呼びかけ：署名・超党派）
過労死のない社会の実現を目指す、
過労防止対策の推進は国と地方公共団体の責務、
過労死に関する調査研究の推進、啓発、
相談体制の充実、民間団体の支援

・過労死シンポを全国で実施
・全国の学校で過労死防止啓発授業実施：当講座でも検討
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産業医制度とメンタルヘルスチェック

メンタルヘルスの推進：
・２０１４年：労働安全衛生法改正：
・５０人以上は事業所で、
ストレスチェック実施義務化；

・定期的にストレス状況を検査

産業医：従業員５０人以上の事業所で選任
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時間規制をはずす動き

岸‐金堂玲子・森岡孝二編『健康・安全で働き甲斐のある職場をつくる』より
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時間規制をはずす動き
労働時間制度の主要な規制緩和：
変形労働制・フレックスタイム、
みなし労働制、裁量労働制導入拡大

女性の残業規制撤廃
ホワイトカラー・エグゼンプション制度導入見送り
：残業ゼロ法案として反対

・変形労働制の導入：
大企業１０００人以上（２００８年度）：７４％：
１年単位２４．６％、１カ月単位：３８．３％、
フレックス制３１．９％

・みなし労働制の導入：大企業１０００人以上（２００８年度）：
専門職：８．８％、企画業務：６．８％

高度プロフェッショナル制度：２０１９年４月から施行（働き方改革）
一定の年収を条件に、労働時間規制から外す

三菱ＵＦＪリサーチ『賃金マネジメント』２０１０年版より

岸‐金堂玲子・森岡孝二編『健康・安全で働き甲斐のある職場をつくる』より
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私的時間制度・裁量労働制の問題：その実例：損保会社

松浦章『日本の損害保険産業』より

・私的時間制度：
休憩等で職場離脱する短時間：喫煙、談笑、化粧など：
総合職一日６０分、一般職２０分、各自のパソコンに初期設定：
パソコンのＯＮ／ＯＦＦで労働時間管理
自己規制をする、残業が多くなれば指導され、評価が下がる

・企画業務型裁量労働制：
自由裁量で自由に勤務し長時間労働でも３６協定に違反しない
日本興亜火災の例：
入社４年から６年以上の総合職：裁量労働制対象者
総合職の８１％ 管理監督者を合わせると９１％

・管理監督者として課長以上に残業手当を払わない
・固定残業制
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・高プロ
・裁量労働制

使用者が負う
べきリスクを

労働者に転嫁
したもの
（浪江巌）
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ＩＬＯの労働時間関連条約：

ＩＬＯ条約の批准をすすめる会編『国際労働基準で日本を変える』より

日本はすべて批准していない：ディーセントワーク以前の状態
１８の条約で：第１号条約（８時間労働）も
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「長時間労働」と「企業文化」

○会社員の時間観

・会社同士の足の引っ張り合い
遅くまでいるから電話がかかる
遅くまでいないと電話がかかるかもしれない

・定時に帰るのに、（申し訳ない気持ちで）
「すいません、今日は用事があるので・・・」
（本当は用事がなくても、帰っていいのだが）

・昔は早く帰ってもすることがないから、雑談
・今はメールが時間に関係なく飛んできて、作業
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・何故、残業するのか、
基本給が低いからか、

耐久消費財：冷蔵庫・洗濯機・テレビなど、不動
産：住宅・土地：消費財ローン
消費主義のたかまり

・会社の風土：競争：個人間、会社間

・労働時間を無視した企業文化

最後に
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◇お知らせ
・次回５月３０日の講義に、ゲスト講師に来ていた
だきます：
松浦章さん（兵庫県立大学客員研究員）
「日本の長時間労働と生産性」

・過労死防止学会第５回大会： ５月２５・２６日
龍谷大学・深草キャンパス
当日参加も可能です
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本日はここまでです
ありがとうございました


